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指 

導 

目 

標 

１ 等差数列・等比数列を中心に、その一般項

や有限個の項の和を求めさせ、和の記号Σを

用いて数列の和を簡単に表現させる。 

２ 漸化式の概念の理解を通じて帰納的な考え

方を認識させ、数学的帰納法による証明方法

を理解させる。 

指 

導 

計 

画 

第２節 数学的帰納法 

５ 漸化式と数列……………４時間  

(本時はその２時間目) 

６ 数学的帰納法……………４時間 

   問題………………………１時間 

  

主 題 漸化式 で定められた数列の一般項を求める。 qpaa nn +=+1

目 標 

１ 特性方程式を利用して、漸化式から一般項を求めさせる。＜関心・意欲・態度＞ 

２ 漸化式を適切に変形して、その数列を考察させる。＜表現・処理＞ 

３ 初項と漸化式から数列の一般項を求めさせる。＜知識・理解＞ 

課 題 練習33、34、35 を解いておく。 

学 習 活 動 時間 指 導 上 の 留 意 点 資料・教具・評価の観点等 

導  

入 

１ 課題の解答をする。 

 

２ 復習プリントを解く。 

１０ ・漸化式の特徴を確認させ、 

一般項を求めさせる。 

              

・等比数列型、階差数列型

の漸化式から一般項を求

めることができる。 

   ＜知識・理解＞ 

展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

１ 例題１０を解く。 

11 =a 231 +=+ nn a , a  

で定められる数列{ }na の一般

項を求めよ。 

(1) 特性方程式を用いた解法 

 

 

(2) 階差数列を用いた解法 

３５ ・特性方程式の解から等比数

列型の漸化式に変形させ

る。 

・置き換えを利用して、既知

の漸化式に変形できている

ことを確認させる。 

・初項と公比から一般項を求

めさせる。 

 

・階差数列型の漸化式に変形

させる。 

 

・階差数列｛bn｝の一般項を等

比数列型の漸化式から求め

させる。 

・階差数列を用いて、一般項

を求めさせる。 

・特性方程式の意味が解る｡

＜数学的な見方や考え

方＞ 

・特性方程式から、漸化式

が等比数列化されたこと

が解る。＜表現・処理＞ 

・等比数列型の漸化式から

一般項を求めることがで

きる。＜知識・理解＞ 

・階差数列型の漸化式に変

形できる。＜関心・意

欲・態度＞ 

・等比数列型の漸化式から

一般項を求めることがで

きる。＜知識・理解＞ 

・n≧2の場合に注意して、

一般項を求めることがで

きる。＜知識・理解＞ 

本   
 
 
 

時   
 
 
 

の   
 
 
 

指   
 
 
 

導   
 
 
 

過   
 
 
 

程 

整  

理 

１ 本時のまとめをする。 

 

 

２ 課題を確認する。 

５
・ qpaa nn +=+1  型の漸化式

の解法を確認させる。 

・課題を確認させる。 

・本時の２つの解法が理解

できる。＜知識・理解＞ 

・課題の確認ができる。＜

関心・意欲・態度＞ 

備 考 普通科  Ⅲ類型  生徒数３３名 



 


